
 

  

2022 年 2 月 14 日 

各  位 

株式会社福井銀行 

 

有限会社安井ファームさまへの 

「SDGs 宣言」の策定支援について 

 

 株式会社福井銀行（頭取 林 正博）は、SDGs の達成に取り組んでいる企業さまをご支援 

するため、『〈ふくぎん〉SDGs 経営支援サービス』をご提供しております。 

この度、本サービスを通じて、有限会社安井ファームさまが「SDGs 宣言」を策定されましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

【企業概要】 

発 行 企 業 名 有限会社安井ファーム 

所 在 地 石川県白山市七郎町 15 

代 表 者 安井 善成 

設 立 2001 年 5 月 

重 点 項 目 
     

    

※「SDGs 宣言」の詳細は別紙をご参照ください。 

 

企業にとっての SDGs 経営とは「事業活動を通じて社会課題を解決していくこと」です。 

SDGs への取組みが企業イメージの向上および事業拡大やイノベーション等の新たな事業機 

会の創出につながることから、多くの企業が SDGs 経営を推進しております。 

福井銀行は、地域金融機関として、地域産業の育成・発展と地域に暮らす人々の豊かな生活 

の実現に貢献するため、お客さまの SDGs への取組みを支援してまいります。 

 

■該当するＳＤＧｓの目標 

 

以  上 

 

 

 

 



有限会社安井ファーム  

SDGs宣言 

取組事例 

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

環境保護農業の推進 

《具体的な取組み》 

農業を通じた社会課題解決に向けて 

《具体的な取組み》 

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9月に国

連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間らしく暮らして

いくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴール（目標）と169項目の

ターゲット（達成基準）がある。 

持続可能な開発目標（SDGs）とは 

2022年1月1日 

有限会社安井ファーム 

代表取締役 安井 善成 

地球環境に配慮した農業活動を通じて、持続可能な

社会の実現に貢献してまいります。 

多くの社会課題に対して、農業を通じて行える取組み

を実施し、社会課題解決に努めてまいります。 

• 農作地譲受による農作放棄地の削減 

• 農業学校のグローバルGAP取得に向けた支援 

• 県外から農家を目指す研修生の受入支援 

• IOTによる遠隔農作地作業の省人化 

• 男性の育休取得など、柔軟な働き方に対する対応 

• スーパーから出る食品廃棄物を使用したリサイク

ル堆肥の使用 

• 保冷設備の省エネ化・LED照明の導入、一部農地

での太陽光パネルによる再生可能エネルギーの

促進を通じたエネルギー消費の削減 

• 農作物の搬入については段ボールを使用せず再

利用コンテナの使用による紙資源利用の削減 

• 環境負荷が少ない農薬の使用、使用量削減を通

じた土壌の保護 

• 収穫後の田んぼを渡り鳥の休憩スペースに利用

することや燕の巣作りの推奨 

• グローバルGAP認証による環境保護方針の策定 

農業を通じた地域貢献 

《具体的な取組み》 

農業を通じて行える取組みを実施し、地域貢献に努

めてまいります。 

• 農業従事者による清掃活動 

• 地域の伝統行事への協賛 

• こども食堂の運営 

• 体験農場を通じた子どもたちへの食育教育 

• 地域コミュニティへの積極的な関与 



メッセージ 

事業内容 

GLOBAL G.A.P.認証取得（ブロッコリー） 
令和元年度 農林水産祭 内閣総理大臣賞 受賞 

 
HP : https://www.yasuifarm.net 

Facebook : https://www.facebook.com/yasuifarm.net 
Twitter :  https://twitter.com/yasuifarm 

Instagram（直売所）:https://www.Instagram.com/karaiya.yasuifarm 

 今日まで私たちは経済成長を大義名分に森林を伐採し、農地を潰し、

河川を汚染し開拓を進め、エネルギー獲得のために大気汚染の原因と

なるガスを工場や自動車から排出し続けてきました。成長と破壊が表裏

一体である現状を顧みず進んだ先の未来に、果たして希望はあるので

しょうか。 

 私たち農家も日々の作業の中で農薬や化学肥料を取り入れ、それらを

使用することで、土壌汚染のリスクを生み出しています。このまま農地の

汚染が一方的に進めば農を生業とする活動が困難な状況となるのは明

白です。弊社の現状を鑑みるに、明日から突然そのリスクをゼロにする

ということは難しいですが、リスクを意識しながら未来へと至る計画を見

直し、少しずつできることから実行できればと考えます。また、耕作放棄

地の活用や生物保護の活動にも取り組めればと思います。 

 本SDGs宣言およびその取組みを通して、自然環境保護活動として少し

でも世の中に貢献できれば幸いに存じます。 

代表取締役 安井 善成 

・ 農産物の生産・販売 

水稲、ブロッコリー、大豆、キャベツ、白菜、カリフラワー、トウモロコシ、ネギ、かぼちゃ、にんにく、 

タマネギ、小松菜、かぶ他 

【取扱品目】 

設立：2001年5月1日 

資本金：600万円 

従業員数：30名 

 （正社員、パート、アルバイト、外国人技能実習生） 

経営面積：水田120ha、畑18ha 

※白山市内と市外2地区の計3地区の合計 

https://www.yasuifarm.net/
https://www.facebook.com/yasuifarm.net
https://twitter.com/yasuifarm
https://www.instagram.com/karaiya.yasuifarm


 

  

［別 紙］ 

 

『〈ふくぎん〉SDGs 経営支援サービス』について 

 

【サービス概要】 

取  扱  店 全店 

対 象 と な る 方 当行と預金取引きのある法人のお客さま 

サ ー ビ ス 内 容 

 

SDGsへの取組状況の確認と今後の対応事項の整理から、対外PR支援まで

を実施 

 

■ 取組状況の確認と今後の対応事項の整理 

 経済産業省関東経済産業局公表の「SDGsの観点で市場・社会から期待

される基本的な事項」をもとに作成したオリジナルのチェックシート

（6分野36項目）により、企業のSDGsへの取組状況を把握し、整理した

結果を専用のフィードバックシートにて還元 

 

■ 事業戦略への反映 

フィードバック結果を踏まえ、事業とSDGsの結びつきを明らかにし、

今後取り組むべき優先課題を見つけ、効果的な事業戦略に反映 

 

■ 対外支援PR 

専用のSDGs宣言を策定し、当行ホームぺージ等を通じてニュースリリ

ースを実施 

 

利 用 手 数 料 
165,000円（消費税込） 

※社内セミナーのオプションあり（価格は要相談） 

 

 

 


